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盟 (佐藤 [1993],[1994]),戦略提携 (矢作 [1994]),
製販同盟 (高嶋 [1996]),製販統合 (石井 ･石原 [1996]),



























































































































































































































































































10) セブン イーレブンとのパー トナーシップについては聞







46 調査と研究 第17号 (1999.4)
表 1 味の素社のパートナーシップ
相 手 提 携 内 容 提 携 形 態 商 品 種 類 商品
性格①セブン-イレブン 専用の惣菜.調 子会社設立(デリ お弁当,おにぎり, 中
食用 専用工場設立理済み食品製造 カエース) 調理パン,惣菜
類 地域限定88年4月②セブン-イレブン 専用のFF,日 森永乳業との共同 米
飯,調理パン, 中食用 専用工場設立配食品製造 出資(熊本デリカエース
) 惣菜,サラダなど 地域限定90年6月③セブン-イレブン 専 用 の FF製 共同出資(弁釜デ 米飯 調理パンな 中食用
専用工場設立追 リカエース) ど 地域限定90年 6月④セブンイ レブン 専用の惣菜製造 共同出
資(中部デリカエース) 惣菜 中食用 専用工場設立地域限定89年 6月⑤セブン-イレブン 焼きたて直送便
子会社設立(エースベーカリー) 焼きたてのパンの冷凍生地 焼成 業務用 焼成工場⑥セブン-イレブン 焼きたて直送便 味の
きたてパンの冷 業務用 静岡に冷凍生地工素フローズンベーカリー) 凍生地 場
94年10月(むダイエー 冷凍食品の独占供給 1対 1 冷凍食品 業務用 海外にある既存の冷凍食品工場
利用⑧ニチイ(系の外食産業モ夕ジャパン) 商品開発 国内大手食品メーカ
ー7社共同 ピザ,パスタ 業務用 89年 3月耳ニチイ 惣菜独占供給 共同出資(グルメロ ド) 惣菜
中食用業務 資本参加⑲ cGCグループ 専用の商品供給 ｢全 国 NB 協 力会｣(食品9社,莱子 3社) 調味料,食
用油 家庭用 NBの仕様変更⑪ CGCグループ 専用の商品開発
｢メニュー開発研究会｣(CGCメンバーと食品 7社)共同参加 惣菜類(推定) 中食用⑫いなげや 専
















































構成 されているボランタリー ･チェー ンの













































































































































































































る｡また ｢｣内の ( )は筆者注である｡(以下同様)





























































表 2 売上高構成比 (1996年3月31日現在) (単位 :百万円)
商 品 部 門 比率 (売上高) 商 品
名調 味 料 19% (111,681) ｢味の素｣,｢うま味だし.ハイミ-｣,｢ほんだし｣,｢Cook
Do｣等油 脂 12% (68,959) コーン油腫芽100,ベに花油,油粕,オリ ブオイ
ル,植物蛋白等加 工 食 品 25% (145,461) スープ,マ
ヨネーズ,冷凍食品等飲料 .乳製品 30% (175,132) AGFコーヒー,｢カ
ルピス｣,ダノン乳製品等医薬品.アミノ酸 .化成品 10% (58,843) 医薬品,各種アミノ酸,ア















































































































































に将来参入 したいとい う意志を強 く持ってい
た30)｡従って,取引断絶のような極端なことが
29) 佐藤 [1994]は,P&G とウォルマー トのケースで,
後者に対する前者の販売依存度が拡大するにつれ取引条
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